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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナ装置であって、
　　－　少なくとも１つの磁気コア、
　　－　前記少なくとも１つの磁気コアの回りに巻かれた少なくとも１つの巻線（Ｗ１）
、
　　－　電気絶縁基板（１）であって、その上に前記少なくとも１つの巻線（Ｗ１）で巻
かれた前記少なくとも１つの磁気コアが配設され、且つ第１レイアウトに従って配設され
た電気伝導性要素（１１、１２、１３）を備え、その少なくとも部分は、前記少なくとも
１つの巻線（Ｗ１）へ電気的に接続されている該電気絶縁基板（１）、
　　－　アダプタ、
を備え、
　前記アダプタ（Ａ）は、前記少なくとも１つの磁気コアにわたり配設され、且つ、上側
表面及び側表面を有する電気絶縁構成部（１４０）を備え、該アダプタ（Ａ）は、第２レ
イアウトに従う前記上側表面上に配設された第１部分、及び該アダプタ（Ａ）の前記第１
レイアウトに従う前記側表面上に配設された第２伸長部分をその電気伝導性プレート（１
２１、１２２、１２３）と共に各々有する電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３
）を備えていること、並びに、該電気絶縁基板（１）は、該電気伝導性プレート（１２１
、１２２、１２３）の該第２伸長部分が、該電気絶縁基板（１）の該電気伝導性要素（１
１、１２、１３）へ接続されるように、電気伝導性要素（１１、１２、１３）と共に、相
互に取り付けられた分離した要素であることを特徴とする、前記アンテナ装置。
【請求項２】
　前記電気絶縁基板（１）は、上側表面及び下側表面を有し、前記下側表面は、該電気絶
縁基板（１）の前記電気伝導性要素（１１、１２、１３）へ電気的に接続若しくは一体化
されている電気伝導性プレート（１１０、１２０、１３０）を備え、そして該アダプタ（
Ａ）の該電気絶縁構成部（１４０）の該電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）
が従った前記第２レイアウトと異なる、第３レイアウトに従う、請求項１に記載のアンテ
ナ装置。
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【請求項３】
　前記第２レイアウトに従う前記電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）の少な
くとも部分は、該アダプタ（Ａ）の該電気絶縁構成部（１４０）の側面を通り抜けて延在
し、その側面に延在された部分を構成している、請求項１又は２に記載のアンテナ装置。
【請求項４】
　前記電気伝導性要素（１１、１２、１３）は、それらが該アダプタ（Ａ）の該電気絶縁
構成部（１４０）の該電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）の前記側面に延在
された部分の少なくとも１つの自由端と電気的接触を成すように前記基板（１）の少なく
とも１つの側面から外向きに突出している、請求項３に記載のアンテナ装置。
【請求項５】
　該電気伝導性要素（１１、１２、１３）の少なくとも１つは、巻線の捩じられた端部（
２１、２２）を該電気伝導性要素（１１、１２、１３）へ溶接又ははんだ付けすることに
より、該少なくとも１つの巻線（Ｗ１）へ接続されている、請求項４に記載のアンテナ装
置。
【請求項６】
　前記電気絶縁基板（１）は、巻線端部（２１、２２）毎に前記電気伝導性要素（１１、
１２、１３）の少なくとも１つを備えている、請求項１～４のいずれか１項に記載のアン
テナ装置。
【請求項７】
　前記アダプタ（Ａ）は、その電気絶縁構成部（１４０）を介して前記電気絶縁基板（１
）へ固定的に取り付けられている、請求項１～６のいずれか１項に記載のアンテナ装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの磁気コアは、モノリシック磁気コアであり、該アンテナ装置は、
モノリシックアンテナ装置を構成する、請求項１～７のいずれか１項に記載のアンテナ装
置。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの磁気コアは、フェライト磁気コアである、請求項１～８のいずれ
か１項に記載のアンテナ装置。
【請求項１０】
　前記フェライト磁気コアは、ニッケル亜鉛合金、又は、マンガン亜鉛合金、及び／又は
、アモルファスコバルト、及び／又は、ナノ結晶性コバルトで形成される、請求項９に記
載のアンテナ装置。
【請求項１１】
　３つの相互に直交する軸の回りに巻かれた３つの巻線を備え、前記巻線の各々は、前記
少なくとも１つの磁気コアを取り巻いている、請求項１～１０のいずれか１項に記載のア
ンテナ装置。
【請求項１２】
　該アダプタ（Ａ）の前記電気絶縁構成部（１４０）は、該アダプタ（Ａ）の該電気絶縁
構成部（１４０）の該電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）の第１部分がその
上に配設されているところの前記上側表面を有する上側壁（１４０ａ）、及び前記電気伝
導性プレート（１２１、１２２、１２３）の前記第２部分がその上に配設されているとこ
ろの該外側表面上の少なくとも２つの側壁（１４０ｂ、１４０ｃ）を具備する被覆を構成
し、前記被覆は、前記少なくとも１つの磁気コア及び前記少なくとも１つの巻線（Ｗ１）
を被覆して配設される、請求項３に記載のアンテナ装置。
【請求項１３】
　アンテナ装置用アダプタ（Ａ）であって、前記アンテナ装置は、
　　－　少なくとも１つの磁気コア、
　　－　前記少なくとも１つの磁気コアの回りに巻かれた少なくとも１つの巻線（Ｗ１）
、及び
　　－　電気絶縁基板（１）であって、その上に前記少なくとも１つの巻線（Ｗ１）で巻
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かれた前記少なくとも１つの磁気コアが配設され、かつ第１レイアウトに従って配設され
た電気伝導性要素（１１、１２、１３）を備え、その少なくとも部分は、前記少なくとも
１つの巻線（Ｗ１）へ電気的に接続されている該電気絶縁基板（１）、
を備え、
　該アダプタ（Ａ）は、それが、前記少なくとも１つの磁気コアにわたり配設されるよう
に構成され、且つ該アンテナ装置へ取り付けられること、及びそれは、上側表面及び側表
面を有する電気絶縁構成部（１４０）を備えていること、該アダプタ（Ａ）は、第２レイ
アウトに従う前記上側表面に配設された各第１部分及び前記第１レイアウトに従う前記側
表面に配設された第２部分を有している電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）
を備えていること、及び、該アダプタ（Ａ）は、該アダプタ（Ａ）が該電気伝導性絶縁基
板（１）へ取り付けられるとき、その電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）と
一緒に、その電気伝導性要素（１１、１２、１３）と一緒に、電気絶縁基板（１）に対し
て独立の要素であり、該電気伝導性プレート（１２１、１２２、１２３）の前記第２部分
の少なくとも部分は、該電気絶縁基板（１）の該電気伝導性要素（１１、１２、１３）へ
接続されるよう構成され且つ配設されること、を特徴とする、上記アダプタ。
【請求項１４】
　該アダプタ（Ａ）は、上側表面及び下側表面を有する電気絶縁基板（１）を具備するア
ンテナ装置へ取り付けられるように構成され、前記下側表面は、第３レイアウトに従う電
気伝導性プレート（１１０、１２０、１３０）を備え、且つそれは該電気絶縁基板（１）
の前記電気伝導性要素（１１、１２、１３）へ電気的に接続され又は一体化され、該アダ
プタ（Ａ）の該電気絶縁構成部（１４０）の該電気伝導性プレート（１２１、１２２、１
２３）の第２レイアウトは、該電気絶縁基板（１）の該電気伝導性要素（１１、１２、１
３）の前記第１レイアウトと異なる、請求項１３に記載のアダプタ。
【請求項１５】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の該アンテナ装置の該アダプタ（Ａ）と同じ構成
を有していることを特徴とする、請求項１３又は１４に記載のアダプタ。
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